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学校名 岐阜県安八郡安八町結小学校 実施日 Ｈ２６．１２月 １月 

担当教員名     山中 好美 実施学年・人数 ６年 ３４人 

※コメント記入欄のスペースに制限はありませんので自由にご記入ください。また、他形式でのご提出でも結

構です。 

【お願い】 

実施レポートは、今後小学校の先生方がタグラグビーの授業を行う際の参考にするとともに、学習教材とした

タグラグビーの優れた点を広めることを目的としています。実施レポートの一部は、ラグビー協会ホームペー

ジや機関誌、制作物等でご紹介させていただきますので、公開可能な範囲でのご記入をお願いいたします。 

学校・学級紹介 

 

・全校３７１人の結小学校 

・全校たてわり遊びやたてわり大縄集会があり、運動や遊びを楽しんで参加する子が多い。 

・３学期には、遊び塾（岐阜聖徳学園大学 佐藤善人先生）を昼休み（毎週水曜日）４５分 

 間 大学生達に遊びを教えてもらい、楽しんでいる。 

 

 

 

実施内容 

・パス（円陣、三角パス） 

・タグとりおにごっこ（グループ・ペア） 

・タグ取り（コートを使って） 

・簡単なゲーム 

 

指導のポイント 

・タグを取ったら、必ず両手にもって相手に返す。 

・タグをとる時には、大きな声で「タグ。」と言う 

・ボールのパスは必ず後ろへ行う。 

・人のいないところへ動いて、ボールを持っている人の後ろについて走る。 

・楽しく行う。 

 

感想・印象 

今後の展望 

・初めて行うタグラグビーだったが楽しく行うことができた。 

・ボールを前へパスしてしまう子がいたり、パスを横取り（カット）してしまったりする姿 

 が多くあったので、ルールの徹底や基礎を低学年から行うようにする。 

・低・中・高と指導計画を作成していくことが必要である。 

 


